
市
政
の
あ
り
方
を
問
う
！

　

議
員
が
市
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
、
市
長
な
ど
執

行
機
関
に
方
針
や
疑
問
点

を
質
問
す
る
も
の
で
す
。

詳
細
は
津
山
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
議
録
検

索
」
な
ど
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。（
３
月
定
例
会

初
日
に
公
開
予
定
）

　

ま
た
、
各
議
員
の
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る

と
、
質
問
の
様
子
（
録
画

映
像
）
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

一
般
質
問
と
は

牛の像（中山神社）

問 

経
産
省
に
よ
る
Ｒ
Ｘ

（
地
域
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
の
動
き

を
捉
え
る
な
ど
、
本
市
が

県
北
の
拠
点
都
市
と
し
て

輝
き
続
け
る
た
め
に
、
本

市
独
自
の
取
組
を
他
都
市

に
先
駆
け
て
実
施
す
べ
き
。

答 

Ｄ
Ｘ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

持
続
可
能
性
・
人
材
の
Ｒ

Ｘ
推
進
要
素
は
重
要
な
取

組
で
あ
り
、
こ
の
動
き
を

大
き
な
分
岐
点
と
捉
え
取

り
組
み
た
い
。

問 
既
存
の
学
校
評
議
員
の

意
見
を
よ
く
聞
き
、
地
域

の
情
勢
や
特
性
を
踏
ま
え

た
柔
軟
な
学
校
運
営
協
議

会
を
組
織
す
べ
き
で
は
。

答 

学
校
評
議
員
を
は
じ

め
、
様
々
な
立
場
の
人
々

の
意
見
を
聞
き
、
地
域
の

思
い
を
共
有
し
な
が
ら
組

織
体
制
作
り
を
し
た
い
。

問 

昭
和
53
年
３
月
２
日
に

解
散
し
た
改
良
区
が
な
ぜ

平
成
元
年
５
月
に
企
業
か

ら
１
０
０
万
円
を
徴
収
し

て
い
る
の
か
。

答 

平
成
元
年
の
企
業
と
の

契
約
で
解
散
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
法

人
で
あ
る
改
良
区
の
名
称

で
契
約
行
為
を
行
っ
て
い

る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。

問 

本
来
は
管
理
者
の
都
市

整
備
公
社
と
契
約
す
べ
き

で
は
。

答 

排
水
路
施
設
の
所
有
権

は
都
市
整
備
公
社
が
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
管
理
者

で
あ
る
同
公
社
が
適
当
と

考
え
る
。

問 

改
良
区
の
役
員
に
聞
き

取
り
を
し
た
の
か
。

答 

多
く
の
役
員
が
亡
く
な

ら
れ
て
お
り
、
聞
き
取
り

は
で
き
て
な
い
。

問 

事
案
が
他
に
も
な
い
か

検
証
し
て
は
。

答 

同
様
の
事
例
は
確
認
で

き
て
い
な
い
が
、
土
地
改

良
区
の
会
計
等
の
検
査
を

通
じ
て
関
係
者
か
ら
情
報

を
収
集
し
た
い
。

市政会
岡田康弘

解散した土地改良区の
課題は

未来
政岡哲弘

ＲＸ取組の推進を
Ｒ
Ｘ
推
進

土
地
改
良
区

一
般
質
問

県北の拠点都市として、輝き続けるために！

契約すべきは都市整備公社では？
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※ ○：賛成　×：反対　－：除斥
※ 賛否状況は電子表決システムの記録に基づいて作成しています。
※ 津本辰己議員は議長のため、採決には加わりません。
※ その他の議案等は全員一致で可決、認定、同意となりました。

１１月２９日の採決の様子
（決算議案）

１２月２１日の採決の様子

吉
田
耕
造

森
岡
和
雄

村
田
隆
男

村
上
祐
二

三
浦
ひ
ら
く

美
見
み
ち
子

松
本
義
隆

政
岡
大
介

政
岡
哲
弘

広
谷
桂
子

原　

行
則

西
野
修
平

中
村
聖
二
郎

中
島
完
一

竹
内
靖
人

竹
内
邦
彦

田
口
浩
二

髙
橋
寿
治

近
藤
吉
一
郎

河
本
英
敏

河
村
美
典

金
田
稔
久

勝
浦
正
樹

岡
安
謙
典

岡
田
康
弘

安
東
伸
昭

秋
久
憲
司

第17号

第20号

第23号

第24号

第33号

第36号

報告第5号

認定

認定

認定

認定

認定

可決

承認

19

25

25

25

25

25

26

8

2

2

2

2

2

0

:

:

:

:

:

:

:

議案
番号

議員名

議案名

審議結果

議決結果賛
成
反
対：

令和2年度津山市一般会計
歳入歳出決算

令和2年度津山市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算

令和2年度津山市介護保険
特別会計歳入歳出決算
令和2年度津山市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算

令和2年度津山市水道事業会計決算
及び未処分利益剰余金の処分について
令和3年度津山市一般会計補正予算
（第6次）

市長が専決処分した「損害賠償の額を
定めることについて」について

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

採決の様子はこちらをご覧ください
（スマートフォン等で読み取るとYouTubeにつながります）

●あの議員の判断は？　賛否一覧表をご覧ください 

採決を行う前に議案に対する
賛成反対の意見を述べる討論が
行われました。

●私はこう考えます

決算議案に反対する

●見切り発車になるのではないかと反対の立場を示していた地域商社事業について、その後の経
過は、残念ながら予想が当たったとしか言いようがなく、関係決算議案に反対する。

●国保料が高すぎるため、さらなる保険料の引下げが必要であり、国の制度を待つことなく、津山
市独自でも子供保険料均等割の軽減に取り組むべきと考えるが、そうした措置が実施をされてい
ないことから、関係決算議案に反対する。

●介護保険制度について、国の補助率を５割から７割、あるいは８割へ引き上げるべきだと考える
ことから、関係決算議案に反対する。

美見みち子議員　決算議案に対する討論（一部）

補正予算に反対する

●個人情報の漏えいやプライバシーの侵害、ひいては犯罪にもつながりかねない制度であるマイ
ナンバー制度について、一貫して反対してきた立場として、今回計上されている、マイナンバー
カードを利用した、市町村間でがん検診結果の情報連携を行うための、システム改修にかかる電
算委託料に反対する。

中村聖二郎議員　補正予算に対する討論

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

実
施
と
学
校
運
営
協
議
会


